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（会期　　　　　　　　８日間）９月10日から
９月17日まで

　

定
例
会
で
は
、
議
会
報
告
３
件
、
平
成
21
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決

算
及
び
平
成
22
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、
条
例
制
定
な
ど
議

案
20
件
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
陳
情
３
件
を
採
択
、
意
見
書
３
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

一般会計補正予算（第４号）
お　も　な　歳　出

・庁舎内電話機交換工事………………………………………………… 652万７千円

・小規模多機能型居宅介護施設開設等支援事業補助金……………… 540万円

・町道維持修繕工事追加………………………………………………… 450万円

・道路新設改良舗装工事追加５路線………………………………… 1,790万円

・住宅用火災警報器設置緊急支援事業補助金………………………… 360万円

＊定例会で決まった補正予算（一般会計）＊
会　　　計 補　正　額 補正後の予算額

第 　 ４ 　 号 5,814万８千円 33億4,154万９千円

第 　 ５ 　 号 219万５千円 33億4,374万４千円

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き
（
主
な
も
の
）

７
・
２　

群
馬
県
下
仁
田
町
議
会
行
政
視
察
来
町

　
　

13　

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　

21　

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　

22　

全
員
協
議
会

８
・
12　

田
上
町
総
務
産
経
常
任
委
員
会
視
察
来
町

　
　

24　

全
員
協
議
会

　
　

31　

町
村
議
会
議
員
研
修
会
（
新
潟
市
）

　
　
　
　

刈
羽
村
・
出
雲
崎
町
議
会
議
員
懇
談
会

９
・
６　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

10　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

９
月
定
例
会

　
　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　

社
会
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　

13　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

15　

定
例
会
２
日
目
（
一
般
質
問
）

　
　

17　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

定
例
会
最
終
日

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

現
地
調
査
（
神
条
地
区
）

（
平
成
22
年
７
月
～
９
月
）

一般会計補正予算（第５号）
お　も　な　歳　出

・中学校高置水槽揚水ポンプ改修工事………………………………… 219万５千円
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◆
町
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
条
例

・
安
全
意
識
の
高
揚
と
安
全
安
心
な
生
活
の
確
保
の
た
め
制
定
す
る
も

の
。

◆
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

・
平
成
22
年
度
か
ら
５
年
間
の
計
画
の
大
枠
を
定
め
る
も
の
。

可
決
し
た
条
例
改
正
な
ど

＊定例会で決まった補正予算（特別会計）＊

会　　　計 補　正　額 補正後の予算額

国 民 健 康 保 険 事 業（第２号） 1,143万５千円 5億4,420万７千円

介 護 保 険 事 業（第１号） 1,341万７千円 6億　661万７千円

簡 易 水 道 事 業（第１号） 350万円　　　 1億3,200万円　　　

農 業 集 落 排 水 事 業（第１号） 150万円　　　 1億7,400万円　　　

住 宅 用 地 造 成 事 業（第１号） 946万６千円 1,616万６千円

可
決
し
た
意
見
書

◆

私
立
高
校
生
が
学
費
を
心
配
せ
ず
学
べ
る
よ
う
に
、
学
費
軽
減

制
度
の
抜
本
的
拡
充
な
ど
私
学
助
成
の
増
額
・
拡
充
を
求
め
る

意
見
書衆

議
院
議
長
・
参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣
・
財
務
大
臣

総
務
大
臣
・
県　
　
知　　

事

提
出
先

特別会計補正予算
お　も　な　歳　出

・平成21年度退職者医療交付金返還…… 1,127万５千円

・介護給付費準備基金積立追加……………  204万８千円

・国庫支出金等過年度分返還金追加………  643万円

・一般会計へ繰出金追加……………………  437万５千円

・水道配水管移設工事（吉川地内）………  350万円

・管路移設補償工事（吉川地内）…………  150万円

・団地買戻料…………………………………  750万７千円

◆

外
国
人
地
方
参
政
権
付
与
法
案
提
出
の
慎
重
な
対
応
を
求
め
る

意
見
書衆

議
院
議
長
・
参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣
・
法
務
大
臣

外
務
大
臣

提
出
先

◆

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
認
め
る
民
法
の
一
部
改
正
」
に
反
対
を

求
め
る
意
見
書

内
閣
総
理
大
臣
・
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長

法
務
大
臣

提
出
先

採　　　決

◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
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決 算 を 認 定決 算 を 認 定
実質収支額は、1億5,633万1千円（1億622万8千円減）実質収支額は、1億5,633万1千円（1億622万8千円減）
財政調整基金に2億7,435万7千円を積立て。財政調整基金に2億7,435万7千円を積立て。

（　）内は前年度対比（　）内は前年度対比

一般会計並びに特別会計（９会計）の決算は一般会計並びに特別会計（９会計）の決算は
歳入総額  57億8,406万円　　
歳出総額  56億   　　2万3千円
差引総額    1億8,403万7千円

（5億1,797万1千円減）
（4億　751万9千円減）
（1億1,045万2千円減）

歳入総額  57億8,406万円　　
歳出総額  56億   　　2万3千円
差引総額    1億8,403万7千円

（5億1,797万1千円減）
（4億　751万9千円減）
（1億1,045万2千円減）

平　成　21　年　度　の平　成　21　年　度　の

区　　　分 平成21年度 平成20年度
歳 入 総 額（千円） 3,863,858 4,010,618
歳 出 総 額（千円） 3,742,374 3,835,282
差 引 総 額（千円） 121,484 175,336
繰 越 財 源（千円） 27,706 23,930
実 質 収 支 額（千円） 93,778 151,406
実 質 収 支 比 率 （％） 4.4　 7.3　
経 常 収 支 比 率 （％） 79.0　 81.3　

人 件 費 （％） 24.2　 23.0　
公 債 費 （％） 14.5　 14.7　

公 債 費 比 率 （％） 5.4　 5.9　
起 債 制 限 比 率 （％） 3.2　 3.7　
公 債 費 負 担 比 率 （％） 10.9　 11.3　
財 政 力 指 数 0.251 0.258

一般会計運営状況と財政指標

望ましい比率

●実質収支比率……３～５％

●経常収支比率……70～80％

●公 債 費 比 率……10～13％以下

●起債制限比率……13％未満

●公債費負担比率……20％以下

●財 政 力 指 数……１に近い

地方債年度末残高

　　　34億5,594万円
　　　　　　（１億2,078万７千円の増）

積立基金年度末現在高

　　　28億3,432万７千円
　　　　　　（２億3,392万７千円の増）

経常収支比率の推移

起債制限比率の推移

94.0

90.0

86.0

82.0

78.0

74.0

4,00012.0

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

3,500
3,000
2,500
2,000
1,500
1,000
500
0

（％）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

県内市町村平均

県内市町村平均

出雲崎町

平成21年度

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

82.3 82.9 83.8
81.3 79.0

87.4 88.4
91.3 89.8

（百万円）（％）

5.8
5.1

4.1 3.7

10.9 10.9
10.6 11.5

3.2

10.9 10.9
地方債残高

出雲崎町出雲崎町

審査の主な意見
・不用額の計上の仕方に工夫を。
・未利用町有地について、売却等早期処分を。
・資源ごみの収集について、負担軽減を。
・町林業の振興及び災害防止のため、造林地の間
伐推進を。
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一般会計並びに特別会計（９会計）の決算は一般会計並びに特別会計（９会計）の決算は
歳入総額  57億8,406万円　　
歳出総額  56億   　　2万3千円
差引総額    1億8,403万7千円

（5億1,797万1千円減）
（4億　751万9千円減）
（1億1,045万2千円減）

歳入総額  57億8,406万円　　
歳出総額  56億   　　2万3千円
差引総額    1億8,403万7千円

（5億1,797万1千円減）
（4億　751万9千円減）
（1億1,045万2千円減）

平　成　21　年　度　の平　成　21　年　度　の

⑸簡易水道事業会計
歳　　入　１億５,８０５万１千円
歳　　出　１億４,８８１万８千円
差引き額　　　　 ９２３万３千円

⑸簡易水道事業会計

・施設の維持管理

⑹特定地域生活排水処理事業会計
歳　　入　　　１,９７６万２千円
歳　　出　　　１,８３０万１千円
差引き額　　　　  １４６万１千円

⑹特定地域生活排水処理事業会計

・公債費が56.4％

⑻ 下 水 道 事 業 会 計
歳　　入　３億　 ７７３万８千円
歳　　出　３億　 　２７万３千円
差引き額　　　　 ７４６万５千円

⑻ 下 水 道 事 業 会 計

・公債費が66.8％

⑼住宅用地造成事業会計
歳　　入　　　２,６２７万７千円
歳　　出　　　２,５７８万８千円
差引き額　　　　　 ４８万９千円

⑼住宅用地造成事業会計

・用地買収費（ＪＡ跡地）

⑺農業集落排水事業会計
歳　　入　１億７,９０４万３千円
歳　　出　１億７,０８７万９千円
差引き額　　　　 ８１６万４千円

⑺農業集落排水事業会計

・公債費が76.5％

⑶介護保険事業会計
歳　　入　６億１,８４９万２千円
歳　　出　６億　 ５４８万８千円
差引き額　　　１,３００万４千円

⑶介護保険事業会計

・保険給付費が93.4％

⑵ 老 人 保 健 会 計
歳　　入　　　　 ５２７万６千円
歳　　出　　　　 ３８５万３千円
差引き額　　　　 １４２万３千円

⑵ 老 人 保 健 会 計

・医療費が減りました

⑴国民健康保険事業会計
歳　　入　５億４,３０１万７千円
歳　　出　５億２,２４４万８千円
差引き額　　　２,０５６万９千円

⑴国民健康保険事業会計

・保険給付費が66.5％

⑷後期高齢者医療会計
歳　　入　　　６,２５４万６千円
歳　　出　　　６,１８０万１千円
差引き額　　　　　７４万５千円

⑷後期高齢者医療会計

・広域連合への納付金が95.9％

決 算 審 査 中
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質
問 

10
月
１
日
に
５
年
に
一

度
の
国
勢
調
査
で
、
い
ろ
い
ろ

な
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
人
が
一
番
気
に
な

る
の
が
、
人
口
の
増
減
だ
と
思

い
ま
す
。

　

前
回
の
調
査
は
中
越
地
震
の

一
年
後
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
人
口
減
少
率
が
新

潟
県
で
一
番
高
い
の
が
川
口
町

で
し
た
が
、
地
震
の
被
害
が
大

き
く
、
直
後
だ
っ
た
た
め
に
仕

方
が
な
か
っ
た
と
い
う
声
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
２
番
目

に
高
い
の
が
出
雲
崎
町
、
３
番

目
が
栗
島
浦
村
で
し
た
。

　

今
回
川
口
町
は
、
長
岡
市
と

合
併
し
た
の
で
川
口
町
の
名
前

は
出
て
こ
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

そ
う
す
る
と
前
回
２
番
目

だ
っ
た
出
雲
崎
町
が
一
番
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は
心

配
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
調
査

に
あ
た
り
、
人
口
の
増
減
予
想

に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
お
聞

き
し
ま
す
。

答
弁 

国
勢
調
査
が
注
目
さ
れ

て
お
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
ま

す
。
総
務
省
が
３
月
１
日
現

在
、
人
口
の
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
く
調
査
結
果
が
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
新
潟
県
に
お

い
て
は
、
１
万
人
超
の
人
口
減

少
、
本
町
に
つ
い
て
は
、
推
計

で
５
千
人
を
き
り
４
千
901
人
と

数
値
が
出
て
お
り
ま
す
。
人
口

減
少
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
国
勢
調

査
は
、
役
場
に
届
け
出
な
く
、

住
所
変
更
せ
ず
に
住
ん
で
お
ら

れ
る
方
も
調
査
対
象
に
含
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
実
態
に
即
し
た
調
査
を

し
て
み
な
け
れ
ば
、
こ
の
数
値

に
つ
い
て
は
、
今
申
し
上
げ
る

段
階
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ

の
５
年
間
は
て
ま
り
団
地
・
川

西
の
第
２
団
地
造
成
等
行
い
、

こ
の
団
地
に
町
外
か
ら
お
い
で

い
た
だ
い
た
方
が
現
在
80
人
住

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
全
国
的
に

も
人
口
減
少
時
代
に
入
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
楽
観
を
許
さ
な

い
数
字
が
出
る
の
で
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。
新
し
い
施
策
も
実

行
し
漫
然
と
結
果
に
甘
ん
じ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
く
な
き
挑
戦
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

大勢でやると楽しいね！（出中体育祭）

国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
の

　
　
　
　
　
　
　

増
減
に
つ
い
て

小　

林　

泰　

三　
議
員



�

いずもざき議会だより　　第69号　　平成22年11月５日

①
町
道
管
理
予
算

質
問 

当
町
が
管
理
す
る
町
道

は
124
・
４
㎞
。
そ
の
中
で
生
活

に
直
結
す
る
除
雪
対
象
道
路
は

85
㎞
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

年
度
当
初
、
こ
の
道
路
の
維

持
管
理
に
充
て
る
道
路
請
負
予

算
は
500
万
円
で
し
た
。
地
球

温
暖
化
の
影
響
か
、
私
達
が
四

季
折
々
を
堪
能
し
て
き
た
季
節

感
な
る
も
の
は
と
う
に
破
壊
さ

れ
、
毎
年
立
て
続
け
に
所
か
ま

わ
ず
起
こ
る
風
水
害
や
地
震
被

害
の
数
々
は
、
正
に
異
常
気
象

…
。
よ
っ
て
、
町
民
の
生
命
線

と
も
い
え
る
町
道
の
日
常
に
お

け
る
維
持
管
理
は
大
変
重
要
で

あ
り
、
年
度
当
初
と
は
い
え
、

500
万
円
の
予
算
に
は
い
さ
さ
か

懸
念
が
残
り
ま
す
。

　

天
災
を
決
し
て
人
災
と
し
て

は
な
ら
な
い
と
の
考
え
か
ら
、

せ
め
て
倍
額
１
千
万
円
以
上
の

予
算
を
付
け
、
な
お
一
層
磐
石

と
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
当

局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

町
道
に
関
わ
る
も
の

は
、
道
路
修
繕
料
と
道
路
維
持

修
繕
費
の
２
つ
の
項
目
に
よ

り
、
合
わ
せ
て
800
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
議
員
ご
指
摘
の
通

り
、
当
然
、
劣
化
や
破
損
に
よ

り
、
年
間
に
お
い
て
は
不
足
し

ま
す
の
で
、
補
正
予
算
を
お
願

い
し
、
合
計
１
千
415
万
円
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
「
当
初
予
算

で
」
と
の
お
考
え
で
あ
り
ま
す

が
、
年
度
当
初
は
、
歳
入
の
不

確
定
要
素
も
あ
り
ま
す
の
で
、

慎
重
を
期
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

た
だ
、
町
は
財
政
的
に
も
安

定
を
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
安
全
安
心
を
担
保
す

る
為
に
は
、
徹
底
し
て
や
っ
て

い
く
と
い
う
方
針
に
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
下
さ

い
。

②
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

質
問 
な
じ
み
の
薄
い
こ
の
制

度
は
、
東
京
都
港
区
か
ら
始
ま

り
、
現
在
、
全
国
に
飛
び
火
し

て
い
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
、

最
も
不
安
に
思
う
こ
と
は
、
自

分
に
万
一
が
あ
っ
た
時
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
希
望
さ
れ
る
高

齢
者
や
独
居
世
帯
に
配
備
さ
れ

る
キ
ッ
ト
は
、
冷

蔵
庫
に
保
管
さ
れ

た
筒
状
の
ケ
ー
ス

で
す
。
中
に
は
、

診
察
券
や
保
険
証

の
写
し
か
ら
、
掛

か
り
つ
け
病
院
、

投
薬
の
種
類
、

あ
る
い
は
過
去
の

病
歴
か
ら
ア
レ
ル

ギ
ー
の
有
無
な
ど

の
医
療
情
報
が
記

載
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

緊
急
時
、
救
急
隊
が
キ
ッ
ト

の
情
報
を
元
に
、
搬
送
先
の
病

院
に
、
こ
の
事
前
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
搬
送
後
、

い
ち
早
く
医
師
の
的
確
な
救
命

治
療
が
開
始
で
き
、
救
命
率
も

高
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

全
国
に
広
ま
り
を
見
せ
る
こ

の
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
…
。高

齢
者
比
率
の
高
い
当
町
も
早
急

な
る
検
討
を
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
当
局
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。

答
弁 

高
齢
者
の
場
合
、
刻
々

と
変
わ
る
病
状
や
投
薬
の
種
類

な
ど
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
か
、
あ
る
い
は
町
だ
け

で
は
な
く
、
救
急
隊
や
医
療
機

関
な
ど
と
も
、
合
わ
せ
て
の
取

組
み
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
当
町
で
は
、
高
齢
者

世
帯
に
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
設
置
も
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

医
療
情
報
が
緊
急
時
、
大
切

な
役
割
を
果
た
す
と
の
認
識
は

持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
と
十
分
な
意

思
疎
通
を
図
り
、
制
度
・
成
果

な
ど
の
確
認
を
し
な
が
ら
、
適

切
に
対
処
し
て
参
り
ま
す
。

町
道
管
理
予
算
と

緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
に
つ
い
て

宮　

下　

孝　

幸　
議
員

救急医療情報キット（東京都港区）
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質
問 

当
町
の
財
政
事
情
は
安

定
し
て
お
り
、
県
下
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
に
あ
り
ま
す
が
、
病
気
の

こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
逆
の
結

果
が
で
て
お
り
ま
す
。

　

県
福
祉
保
健
部
の
平
成
19

年
度
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
悪

性
新
生
物
死
亡
数
は
10
万
人
当

り
が
ワ
ー
ス
ト
２
で
、
心
疾
患

と
脳
血
管
疾
患
の
数
は
、
各
々

ワ
ー
ス
ト
１
で
す
。

　

同
年
の
基
本
健
康
診
査
受
診

率
は
、
良
い
方
か
ら
７
位
と
高

い
水
準
に
あ
り
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
努
め
て
い
る
状
態

に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
死

亡
率
が
高
い
原
因
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

や
は
り
住
民
一
人
一
人
が
、

健
康
管
理
に
つ
い
て
、
真
剣
に

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。
住
民
の
意
識
改
革
を

求
め
る
と
共
に
行
政
と
し
て
こ

の
不
名
誉
な
記
録
を
、
払
拭
さ

れ
て
い
く
の
か
、
考
え
を
伺
い

ま
す
。

答
弁 

指
摘
の
三
大
疾
病
の
他

に
平
成
20
年
は
人
口
千
人
当
り

18.1
人
、
県
下
平
均
が
10.5
人
と
こ

れ
も
大
き
く
上
回
っ
て
お
る
の

が
現
実
で
す
。
同
年
に
死
亡
さ

れ
た
方
が
95
人
で
三
大
疾
病
に

よ
る
亡
く
な
っ
た
方
が
66
％
を

し
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
齢
別
で
は
80
才
以

上
の
方
が
全
体
の
70
％
近
く
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、

高
血
圧
、
高
脂
血
症
等
に
よ
る

生
活
習
慣
病
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の
健
康
増
進
計

画
、
健
康
い
ず
も
ざ
き
21
を
策

定
、
町
民
が
生
が
い
を
持
ち
元

気
な
暮
し
の
で
き
る
町
づ
く
り

を
目
指
し
施
策
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
万
病
の
も
と
と
言
わ

れ
る
糖
尿
病
の
予
備
軍
が
驚
く

ほ
ど
高
い
数
値
が
で
て
お
り
ま

す
。

　

先
般
も
担
当
課
の
職
員
に
対

し
、
住
民
の
生
命
、
安
全
、
安

心
し
て
暮
せ
る
こ
と
が
一
番
の

基
本
で
あ
る
か
ら
、
経
費
が
ど

ん
な
に
増
大
し
て
も
、
物
心
両

面
で
町
民
の
健
康
保
持
に
全
力

を
挙
げ
て
三
大
疾
病
を
減
少
さ

せ
る
よ
う
指
示
を
い
た
し
ま
し

た
。

三
大
疾
病
の
対
策
に
つ
い
て

田　

中　
　
　

元　
議
員

元 気 が い ち ば ん（高齢者スポーツ大会）
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質
問 

こ
の
事
に
つ
い
て
は
６

月
の
全
員
協
議
会
で
提
案
し
質

問
い
た
し
ま
し
た
が
、
再
度
取

り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

６
月
以
降
も
佐
渡
金
山
の
世

界
遺
産
登
録
に
つ
い
て
、
単
独

登
録
を
目
ざ
す
動
き
な
ど
が
、

新
聞
や
マ
ス
コ
ミ
に
時
々
報
道

さ
れ
、
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
登
録
へ
向
け
て
の
運

動
調
査
が
、
国
や
県
、
あ
る
い

は
佐
渡
市
を
中
心
に
し
て
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
で
も
世
界
遺
産
登
録
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
７

月
に
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
た

「
世
界
遺
産
講
座
」
の
講
師

は
、
当
町
尼
瀬
出
身
の
山
崎
完

一
氏
で
し
た
。

　

当
町
か
ら
も
多
数
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

妻
入
り
の
街
並
整
備
も
着
々

と
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
佐
渡

金
山
と
の
深
い
歴
史
を
生
か
す

こ
と
に
よ
り
こ
の
街
並
も
生
き

て
き
ま
す
。

　

佐
渡
金
山
の
世
界
遺
産
登
録

は
、
出
雲
崎
町
に
と
っ
て
観
光

面
や
交
流
人
口
増
な
ど
に
対
し

て
プ
ラ
ス
効
果
は
非
常
に
大
き

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
町
の
積
極
的
な
対
応

が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
町
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

現
在
、
佐
渡
市
や
県
な

ど
も
世
界
遺
産
推
進
室
等
を
設

け
、
登
録
に
向
け
て
全
力
を
挙

げ
て
い
る
わ
け
で
す
し
、
当
町

も
町
を
挙
げ
て
協
力
を
す
る
こ

と
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

遺
産
指
定
を
受
け
る
た
め
に

は
何
を
す
べ
き
か
、
町
と
し
て

の
役
割
に
つ
い
て
今
後
、
具
体

的
に
ど
う
す
べ
き
か
、
登
録
に

向
け
て
町
も
積
極
的
に
協
力
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問 

昨
年
の
９
月
議
会
、
一

般
質
問
に
お
い
て
街
並
整
備
と

活
用
に
つ
い
て
、
一
つ
の
課
だ

け
で
な
く
関
係
部
署
の
建
設

課
、
産
業
観
光
課
や
教
育
委
員

会
な
ど
連
携
し
て
進
め
て
ほ
し

い
と
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
世
界
遺
産
登
録
関
連

の
問
い
合
わ
せ
が
町
に
あ
る
の

か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁 

街
並
と
こ
の
世
界
遺
産

は
切
り
離
し
て
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

街
並
整
備
は
全
力
で
進
め
て
お

り
、
効
果
を
上
げ
る
べ
く
努
力

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
へ
の
世
界
遺
産
関
連
の
問

い
合
わ
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
町
と
し
て
佐
渡
市
長

な
り
県
の
推
進
室
長
に
対
し

て
、
町
へ
の
要
望
が
あ
れ
ば
、

町
は
や
り
ま
す
よ
と
い
う
事
を

申
し
入
れ
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

佐
渡
金
山
の
世
界
遺
産
登
録
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
携
に
つ
い
て

三　

輪　
　
　

正　
議
員

佐渡金山　金銀陸揚之地碑（天領の里）
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町

民

の

声

秋作業（来年に向けて）

私
は
、
高
校
を
卒
業
以
来
務

め
て
い
た
職
場
を
昨
年
退
職

し
、
今
年
度
か
ら
農
業
一
筋
で

や
っ
て
い
ま
す
。
春
先
の
畑
仕

事
、
４
月
か
ら
の
水
田
耕
起

（
滝
谷
の
場
合
は
生
産
組
合
で

仕
事
を
し
て
ま
す
）
代
掻
き
、

５
月
の
田
植
、
色
々
忙
し
い

日
々
を
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
田
植
後
の
長
雨
、

又
夏
の
高
温
多
湿
で
非
常
に
農

家
に
と
っ
て
は
大
変
な
年
で
し

た
。

　

９
月
の
稲
刈
に
つ
い
て
は
、

早
生
種
に
つ
い
て
は
稲
刈
も
順

調
で
し
た
が
、
し
か
し
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
刈
取
は
雨
に
た
た
ら

れ
、
難
儀
を
し
ま
し
た
。
刈

取
っ
た
籾
を
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

に
運
び
ま
し
た
が
、
す
べ
て
二

等
米
、
来
年
こ
そ
は
と
心
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
末
に
堆
肥
を
全
耕
作
地

に
入
れ
こ
み
、
今
、
秋
耕
起
の

最
中
で
す
。

　

田
の
仕
事
が
終
り
し
だ
い
、

夫
婦
で
温
泉
で
も
行
き
来
年
の

農
業
を
考
え
よ
う
と
思
い
ま

す
。
期
待
し
て
い
て
下
さ
い
。

　

退
職
か
ら
農
業
に河　

崎　

政　

則

滝
谷

あ
と
が
き

　

猛
烈
な
暑
さ
が
過
ぎ
、

農
作
業
も
大
体
終
わ
り
に

近
付
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
猛
暑
日
・
熱

帯
夜
の
影
響
で
、
米
作

は
、
一
等
米
比
率
が
20
％

を
切
る
見
込
み
で
推
移
し

て
い
ま
す
。
農
家
収
入
の

見
込
み
も
大
幅
減
!!

　

漁
業
、
観
光
、
製
造
あ

る
い
は
商
業
の
皆
さ
ん
は

い
か
が
で
し
た
か
。

　

９
月
議
会
も
猛
暑
の
中

で
行
な
わ
れ
、
補
正
予

算
、
決
算
審
議
も
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

　

急
に
寒
さ
が
増
し
、
冬

の
大
雪
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
今
年
は
国
勢

調
査
の
年
、
人
口
等
の
問

題
や
色
々
と
心
配
は
尽
き

ま
せ
ん
。

　

体
に
気
を
つ
け
て
、
趣

味
や
仕
事
に
励
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

災
害
の
な
い
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
　

（
諸
橋
和
史
）

暑
い
暑
い
異
常
な
秋
が
過

ぎ
、
９
月
下
旬
か
ら
六
郎
女
地

区
の
稲
刈
が
始
ま
り
、
雨
の
あ

い
間
を
見
な
が
ら
の
少
し
づ
つ

の
刈
取
作
業
、
倒
伏
し
た
稲
を

家
族
総
出
で
刈
取
り
、
大
変
御

苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
見
て
い
て
気
持
は
温
か

い
も
の
が
感
ぜ
ら
れ
、
ほ
の
ぼ

の
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

 

（
諸
橋
和
史
）

表
紙
の
小
話

少林寺拳法の演武


